
第8次医療計画での薬剤師確保策を検討するための各施設における基礎調査項目 
 
【業務量】 
病床数（床）（2023.4時点） 
病棟数（ ）（看護単位 2023.4時点） 
病棟稼働率（％）（2022年度平均・コロナ専用病棟は省いて構わない） 
平均在院日数（日）（2022年度平均） 
１日平均内外用薬処方箋数（入院 枚）（外来 枚）（2022年度） 
１日平均注射薬処方箋数（入院 枚）（外来 枚）（2022年度） 
院外処方せん発行率（％）（2022年度平均） 
平均有給休暇取得日数（日）（2022年度平均） 
平均時間外労働時間（時間/月）（正職員一人当たり2022年度平均） 
 
【薬剤師数】 
薬剤師定員数（正職員） □あり（ 人） □なし（2023.4時点） 
定員に対する充足率（％）（2023.4時点） 
産休・育休者数 □あり（  人） □なし（2023.4時点） 
時短勤務者数 □あり（  人） □なし（2023.4時点） 
調剤業務＋病棟業務の実施に必要な薬剤師数（  人） 
正職員薬剤師の年齢別人数（人）（2023.4時点） 
 30歳未満      （  人）（2023.4時点） 
 30歳以上40歳未満  （  人）（2023.4時点） 
 40歳以上50歳未満  （  人）（2023.4時点）  
 50歳以上60歳未満  （  人）（2023.4時点）  
 60歳以上      （  人）（2023.4時点） 
年齢別退職者数（人）とその理由（2022年度） 
 30歳未満      （ 人）理由： 
 30歳以上40歳未満  （ 人）理由： 
 40歳以上50歳未満  （ 人）理由： 
 50歳以上60歳未満  （ 人）理由： 
 60歳以上      （ 人）理由： 
 理由は□自己都合 □定年 □契約期間満了 □体調不良 □その他から選択 
 
【給与・手当等】 
薬剤師初年度基本給（円） 
薬剤師平均年収額（円）（可能ならば記載してください） 
薬剤師手当（円） 
【勤務環境】 
施設所在地市町村名（ ） 
２次医療圏名（□豊能 □三島 □北河内 □大阪市内 □中河内 □堺市 □南河内 □泉州） 
病院機能 □高度急性期 □一般急性期 □回復期 □慢性期 □精神 □診療所 
調剤支援機器の設置状況 □注射薬自動払出装置 □自動錠剤分包機 □内服薬ピッカー 

□自動散剤分包機  □自動水剤分注機 
 □抗がん薬混合調製ロボット □一包化薬自動監査装置 
 □その他（ ） 

電子カルテ等 □電子カルテ □オーダリングシステム □なし 
薬剤部門システムの導入 □あり □なし 
非薬剤師の配置 □あり（〇時間／日（休日除く）／100 床）□なし 
非薬剤師の業務範囲 □発注 □納品確認 □収納 □調剤補助 □調剤棚充填 □搬送 

□棚卸 □その他（ ） 
日勤体制シフト勤務の有無 □早出 □遅出 □なし 
平日時間外勤務体制 □宿直（1名） □宿直（複数） □居残り体制 □交代勤務（二交代・三交代等） □オンコ
ール □なし □その他（ ） 
休日勤務体制 □平日と同様 □日直のみ □休日宿直のみ □日直＋交代勤務 □日直＋宿直 □オンコール □な
し □その他（ ） 

 
【業務内容】 
薬剤管理指導料の算定 
 □あり □なし □算定はしていないが業務として実施 □人員充足（増員）すれば実施可能 
病棟薬剤業務実施加算(1･2)の算定 
□あり(1 のみ)  □あり(1・2とも)  □なし □算定はしていないが業務として実施 
□人員充足（増員）すれば実施可能 

周術期薬剤管理加算 
□あり  □なし  □算定はしていないが業務として実施 □人員充足（増員）すれば実施可能 

術後疼痛管理チーム加算 
□あり  □なし  □算定はしていないが業務として実施 □人員充足（増員）すれば実施可能 

連携充実加算 
 □あり  □なし  □算定はしていないが業務として実施 □人員充足（増員）すれば実施可能 

 
【チーム医療への薬剤師の参画、業務実施の状況】 
□ICT/AST  □NST  □緩和ケア  □術後疼痛管理  □その他（  ） 
 



【薬局･介護施設等との地域医療連携状況】 □あり □なし □その他（ ） 
 
【薬学実務実習生の受入状況】 □あり (  回/年、 名/回) □なし  

□受入可能であるが対象者がいない 
□受入要望はあるが認定実務実習指導薬剤師が不在 

 
【専門薬剤師等認定取得状況】 
□がん専門/がん指導 □がん薬物療法認定 □外来がん治療認定 □緩和薬物療法認定 
□感染制御認定/専門 □抗菌化学療法認定 □精神科薬物療法認定 □精神科専門 
□栄養サポート専門療養士 □糖尿病療養指導士 
□その他（ ） 
 
【出向の意向・出向希望】  
他施設へ薬剤師を出向させることの可否 □可 □否 □要相談 
 
他施設からの薬剤師の出向を希望 □あり □なし 
目的：□現状の体制整備 □業務量増加への対応 □業務の拡充 □医療体制存続の危機 

□その他（ ） 
 
【薬剤師確保の自助努力があれば記載してください】 
□奨学金「貸与」制度の有無と実績  
□奨学金「返済支援」制度の有無と実績 
□薬剤師手当 
□業務改善に向けた取り組み  
□採用計画の策定 
□病院のホームページでの募集情報公開  
□薬剤師会ホームページでの募集情報公開 
□民間の転職サイトでの募集情報登録    
□就職説明会の開催・参加 
□見学受入 
□大学への直接交渉 
□大学病院等の他施設との連携 
□その他（          ） 

 
【薬剤師確保についての問題点】 
□募集しても来ない 
□退職が多い（直近3年の平均離職率 ％） 
□施設で増員が認められない 
□特になし 
□その他（自由記載   ） 


